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令和７年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 80 学 校 名 静岡県立浜松商業高等学校 校 長 名 西村 智子 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

自己 

評価 成果と課題 

ア 

高度で実践

的な課題解

決型の商業

教育や学習

指導を通し

て学力向上

や進路実現

を図る。 

・授業への満足度調査で

「満足している」「適切

な選択科目がある」と

答える生徒 85%以上 

・生徒の授業全体へ

の満足度は 92.0％、

商業科目については

94.3％ 

・「適切な選択科目が

ある」へのアンケー

ト結果は「当てはま

る」89.5％。 

Ａ 

・授業見学をした際に、

どの授業も生徒が熱

心に参加している様

子で大変よかった。 

・商業科目についても昨

年度の調査よりもか

なり満足度が向上し

た。 

 

・外部コンクールへの応

募３つ以上と校内での

成果発表ができた 

代表的なものは、以

下のとおりである。 

ｼﾂﾞｸﾘﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･日経

ｽﾄｯｸﾘｰｸﾞ･SDGｓ･文

書ﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝﾃｽﾄ･ﾋﾞｼﾞ

ﾈｽｱｲﾃﾞｨｱ甲子園･高

校生探究/情報ｺﾝﾃｽ

ﾄ。 

・外部コンクールは、教

育的効果を上げてい

る。 

・他にも企業等との連携

を複数展開した。 

・日商簿記３級合格 70%

以上 

 

・ 11 月 受 検 で 約

17.9％が合格(昨年

同時期 39.4％)。昨年

度は最終的に 60％

強。日商簿記検定１

級合格者１名。 

・１級合格者 1名は立派

である。 

・情報処理技術者試験合

格者 10名以上 

・ITパスポート試験

合格者７名、基本情

報技術者試験合格者

６名、情報ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈ

ｼﾞﾒﾝﾄ試験合格者３

名、合計 16名。 

・目標が 10名に対して

16名の達成は、すばら

しい。 

・生徒が学習した知識に

基づき自分の意見を適

切にまとめて表現でき

る 80%以上 

・84.6％の生徒が「概

ねできる」と回答。

１年生の割合が

88.1%と最も高く、昨

年度の数値に比べる

と概ね達成できた。 

・何のために学習する

か、目的意識をもって

ほしい。 

・生徒の学習上の課題を

的確に把握し、改善案

を提示（結果検討会の

開催） 

 

・「基礎力診断ﾃｽﾄ」

（ﾍﾞﾈｯｾ）の分析会１

回と、「到達度ﾃｽﾄ」（ﾘ

ｸﾙｰﾄ）の分析会１回

の計２回を授業改善

Ｂ 

・今後は、検討会での課

題を踏まえ、効果的な

活用方法や進路指導

との連携を検討する。 
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委員会にて実施し

た。 

・進路指導への活用の検 

 討 

・令和６年度よりテ

スト結果を校内選考

資料に取り入れ、３

年間の成績や資格等

と合わせて総合的な

判断材料とする。 

・特に、ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘの活

用方法は、各教科とも

更なる工夫が必要であ

る。 

・適切な進路選択ができ

たと感じた生徒 100% 

・結果的に、就職、

進学とも 100％達成。 

Ａ 

・就職内定率、進学合格

率ともすばらしい。 

・handy を活用した生徒

100% 

・進路だより等発行 10

回以上（配信含む） 

・handy を活用した生

徒 100% 

・進路だより４回発

行、進路情報の配信

77回。 

 

・保護者との進路情報の

共有が今後の課題で

ある。 

・授業で教員の ICT 活用

100％ 

・一人一台端末を活用し

た授業を行った教員

80%以上 

 

･ 情報管理担当教員

による研修を複数回

実施した。毎回の授

業ではないが、教員

のＩＣＴ活用 96.6%。 

・一人一台端末を活

用して授業を行った

教員は、94.1%。 

Ａ 

・教員の意識の向上が見

られた。さらに、ICT

活用により効果的な授

業を目指したい。 

 

・学習ニーズに合ってい

ると答える生徒 90%以

上 

・学習ニーズに合っ

ていると答える生徒

91.4%。% 

Ａ 

・各教科・科目において

観点別評価の基準を

定め、適切に実施でき

ているが、シラバスの

見直しは必要である。 

・「先生方は、教材や教え

方に様々な工夫をして

いる」と答える生徒 80%

以上 

･ 授業評価アンケー

トの該当項目におい

て「工夫している・

やや工夫している」

が 91.3％。 

・目標は十分に達成して

いる。 

・先生方が前向きに授業

改善に取り組んでお

り、生徒の授業態度に

反映されていると思

う。 

イ 

活力ある学

校行事や部

活動・特別活

動等を通し

て、豊かな人

間性や健や

かな心身を

身に着けた

生徒を育成

する。 

・各特別活動において、

「有意義だった」「満

足」と答える生徒 90%

以上 

・１年生 94.8%、２年

生 89.3%、３年生

87.8%と、平均すると

90.6%で、浜商祭、体

育大会、球技大会、

修学旅行、スキー教

室等、有意義だった

印象が強い。 

Ａ 

・どの行事も大変充実し

た内容であった。 

・「部活動基本方針」の遵守 

100% 

・「部活動やボランティア

活度に積極的に取り組

み、主体性や協働性が

・93.2%という結果で

あり、ほとんどの教

員が遵守している。 

・１年生 92.8%、２年

生 82.2%、３年生

Ａ 

・今後も活動の見直しを

含めて検討していく

必要性がある。 

・部活動を通じたボラン

ティア活動が目立っ
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育成されている」生徒

85%以上 

 

84.9%で平均すると、

86.6%という結果に

なった。 

てきたように思う。 

・各部活動の活動計画を

保護者にも確実に伝

えていく。 

・学年会年間 12回以上開 

 催 

・学年主任情報交換年間

10回以上 

・学年集会各学期に２回

以上実施。 

・個別面談年間３回以上

実施。 

・学年会議９回実施

（12月末） 

・学年集会５回実施

（12月末） 

･ 個別面談は学校全

体で４月と９月に面

接週間を実施し、夏

休みに三者面談を実

施。 

Ａ 

・学年会だけでなく他学

年ともコミュニケー

ションを密にして情

報交換に努めていた。 

･ 学年主任の情報交換

は朝の挨拶と兼ねて

昇降口にて実施。学年

問わず生徒に声掛け

ができた。 

ウ 

計画的かつ

タイムリー

な生活指導

を通して、基

本的生活習

慣を確立し、

規範意識や

倫理観を持

つ、自立した

主権者とし

ての資質を

持った生徒

を育成する 

・「主体的に挨拶ができ

る」生徒 90%以上 

・１年生 93.7%、２年

生 90.0%、３年生

90.8%で、平均すると

91.5%という結果に

なった。 

Ｂ 

・教職員も含めて主体的

に挨拶していく学校

にしていきたい。 

・挨拶ができる生徒を

100%に近づけたい。 

・SNSによる不適切な行為

０件 

・生徒の交通事故前年比

10％減（重大事故０件） 

・自転車交通違反切符交

付数の着実な減少 

・SNS による不適切な

行為６件。 

・交通事故（昨年度

14件→今年度 21件）

は前年比 66.7%増加、

重大事故は０件。 

・自転車交通違反切

符前年比 72.5%減少。

（昨年度 809枚→今

年度 208枚）（12月末

現在）昨年度に比べ

ると、要因は不明だ

が、かなり減少した。 

・交通安全や交通マ

ナーに適切な指導が

行われている、に「あ

てはまる」生徒１年

生 91.1％、２年生

86.0%、３年生 93.0%

で、平均 90.0%。 

・今後、自転車の交通反

則通告制度（青切符）

が導入され、これまで

以上に意識を高く持

つことが必要と感じ

る。交通量の多い道路

を通学しているので、

くれぐれも重大な交

通事故につながらな

いことを願っている。 

・「基本的生活習慣が身に

ついている」生徒85%以上 

・「あてはまる」生徒

１年生 97.0％、２年

生 91.9%、３年生。 

・すばらしい結果であっ

た。 

・「スマホ、インターネッ

ト、マナーの向上に対

して適切な指導が行わ

れている」生徒 80%以

上 

・「あてはまる」生徒

１年生 89.8％、２年

生 89.3%、３年生

83.4%で、平均する

と、87.5%。 

 

･ 情報モラルについて

内容を変えながら、定期

的な指導が必要と感じ

ている。 
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エ 

安心安全な

学校づくり

を推進する 

・避難訓練年３回実施 

・避難経路を理解し 15

分以内で避難点呼完了 

・参加対象者の地域防災

参加率 70％以上 

・避難訓練３回実施。

点呼完了 10分以内達

成。 

・参加対象者の地域

防災参加率が、生徒

73.5％、教員 67.5％ 

となったが、近年、

地域役員のみの参加

等に切り替わってい

る。 

Ａ 

･ 避難訓練については、

常に真剣に取り組むこ

とを望んでいる。特に、

学校の部活動中、登下

校時等、様々な場面を

想定してイメージを持

たせたい。 

・命の大切さや健康への

理解が深まった生徒 80%

以上 

・１年生 85.5%、２年

生 84.4%、３年生

82.4%で、平均すると

84.1%。 

Ａ 

・チーム研修において、

事例を用いた人権感

覚の醸成を図った。 

・生徒課通信の発行年５

回以上 

・生徒課通信年発行 5

回達成。（配信含む） Ａ 

・場をわきまえ、考えて

行動するように促す 

 ことができた。 

・困りごとを抱えた生徒

を SCへつなげること 

・特別支援情報共有会の

充実 

・SCは活用できた。

（１月末現在 31件） 

・特別支援情報共有会

は年６回実施。 

Ａ 

・SCの存在は大きいと思

う。 

・生徒の情報共有を定期

的に行うことにより、

安定した学校生活を送

ることができている。 

・「相談できる先生がい

る」全学年 80%以上 

・１年生 73.7%、２年生

72.6%、３年生79.4%。 

・３年生で進路選択の場面

が増加すると、相談でき

る先生の割合が増加す

る傾向になることがわ

かった。 

・学校生活が充実してい

る生徒 90%以上 

・１年生 95.1%、２年

生 94.4%、３年生

97.8%で、平均すると

95.8%。 

Ａ 

･ 年度始めに人間関係

作りプログラムを行

うことにより、スムー

ズなクラス運営につ

ながっている。 

・委員会で検討し、今後

どのようにするかの見

通しが立つ 

・制服の見直しにつ

いては、今すぐ見直

しという結論には至

らなかった。 

Ｂ 

・ファッション性も検討

課題かもしれない。今

後、本当に必要なのか

を検討し、考えていく

方向である。 

・毎学期 1回以上の安全点 

 検 

・保健だよりの発行年 10 

回以上（配信含む） 

・歯科受診率 70%以上 

・安全点検は計画ど

おり実施。 

・保健だよりは年 8

回発行。 

・1月 30日現在の要

受診者の受診率（治

療完了率）は全体で、

耳鼻科 13.4%、視力

13.2%、歯科 51.3%で

あった。 

Ｂ 

・要受診者の受診率が低

すぎるので、100%の受

診率を来年度以降目指

していきたい。 

・健康の維持や向上は基

本的なテーマなので、

継続努力を期待した

い。 
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・四半期ごとの執行計画

の立案と執行率 95% 

・執行率は達成の見込

み。 

・施設設備の安全確

保について保護者ア

ンケートでは、14.7%

がわからないと回答

しており、施設の管

理状況等について周

知していくことも検

討していく。 

 

Ａ 

･ 物価の高騰等により予

算的に厳しい状況が続

いているが、執行計画に

基づき適正に執行でき

ている。 

・施設、設備の老朽化が

目立ってきており安全

性を第一に教育活動に

支障がないよう対応し

ていく。 

・施設の管理状況等につ

いて周知していく。 

・HPの更新 150回以上。 

・新聞掲載依頼 15 回以

上。 

・県Ｘ20回以上。 

・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ刷新の実施 

・HP更新 138回（１

月末現在）総ｱｸｾｽ数

平均 968.5 

・県Ｘ21回（１月末

現在） 

・新聞掲載依頼 15回

以上（１月末現在） 

Ａ 

・地道な HP更新、イン

スタグラム更新により

情報を発信できている。 

・パンフレットは、大き

く刷新されて大変好

評であった。 

オ 

企業・大学・

地域・家庭等

との連携を

深め、定期的

な情報発信

を行い、相互

交流を活発

に行い、学校

評価を高め

る。 

・「教育活動は評価でき

る」保護者 80%以上 

・アンケート結果

89.6% 

Ａ 

・満足できる結果であっ

た。 

・「教育方針・教育活動を

わかりやすく伝えてい

る」保護者 85%以上 

・アンケート結果

80.3% 

 

・PTA学年会を各学年 1

回 YouTube配信で開催し

た。 

・「連絡や情報提供がきめ

細かく行われている」保

護者 80%以上 

・アンケート結果

78.3% 

 

・きずなネットを積極的

に活用している。 

・時間に余裕のある事前

連絡案内の徹底 

・ＰＴＡ総会、学年

会の参加者（閲覧数）

が増加した。 

･ 遅くとも１か月以上

前に保護者に連絡がで

きるよう準備を心掛け

た。更に紙で配布せず、

きずなメール配信で行

うことで、保護者への連

絡を徹底した。 

・「浜商のことがわかっ

た」来校者 90%以上 

・志願者の増加 

・一日体験入学（74

校、1,224名）・オー

プンスクール（86校、

550名）を各１回実施

し、来場者アンケー

ト「浜商のことが理

解できた」が 98.5％ 

・中学校への出前授

業は 26回実施。 

・近隣中学校には２

回以上訪問実施。 

Ａ 

・概ね達成できた。 

・出前授業で商業科目に

対する理解が深まっ

た。情報処理科のＰＲ

が課題である。 

・商業科職員で、一日体

験入学やオープンスク

ールの自由相談コーナ

ーを担当し、対話を通

じて浜商へ興味を持つ

生徒および保護者を醸

成することができた。 
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・時間・期限の厳守 

・会議資料のペーパーレ

ス化及び確実な事前配

付（提示） 

・時間外勤務時間の縮減

に取り組んだ教職員

80%以上。 

・何かしら時間外勤

務時間の縮減に取り

組んでいる教職員

88.2%（昨年度）→

84.7%（今年度）。 

Ａ 

・時間外勤務時間の縮減

は、今後も大きな課題

である。他校の事例等

を参考にしていきた

い。 

 

カ 

ICT 推進や改

革を意識し、

効率的な業

務の遂行と

教育環境の

整備を図る 

 

・行事検討委員会の開催

と改善案の提示 

・計画的整備の徹底 

・業務の効率化と合

わせての継続検討 

Ｂ 

・行事検討委員会を実施

し、職員アンケートの

結果を踏まえ、一部の

行事について検討し、

改善案を提案した。継

続審議が必要なものに

ついては、引き続き検

討していく。 

・部活動計画の提示の徹

底（毎月・長期休業） 

 

Ｂ 

・データ化して管理し

た。共有しやすいが未

提出部活もあった。 

・必要な文書を誰もがす

ぐに取り出せる状態に

なる 

 

Ｂ 

･ ＮＥＳ上に共有ＤＢ

を設置し様式等の共有

化を行った。掲載デー

タの見直し等を継続的

に行い、効果的に運用

できるよう図ってい

く。 

キ 

生徒教職員

ともに高い

志と学び続

ける姿勢を

持ち、「人を

大切にしま

す。学び続け

ます。地域に

貢 献 し ま

す。」の浜商

三訓を力強

く実践する。 

 

・「読書する習慣が身につ

いている」生徒 60%以上 

・１年生 77.9%、２年

年生 71.9%、３年生

59.2%で、平均 69.7%

と、読書する習慣が

身についている生徒

が、昨年度（55.1%）

より増加した。 

Ｂ 

・安定した読書習慣は定

着しつつあるが、担任

による指導の違いが

みられ、徹底にはもう

一歩の努力が必要で

ある。 

・ミニ研修の実施５回以 

 上 

・課題解決型グループ討 

議２回以上 

・研修会１回以上 

・教職員の授業参観３回 

以上 

・全教職員の外部研修参 

加１回以上 

・人権（掲示）１回、

クラス経営（年次別

研修）２回、セミナ

ー視聴（告知・参加）

10回の計 13回の研修

を行った。 

・授業参観３回以上

昨年度（66.7%）→今

年度（71.2%） 

・外部研修参加昨年

度（74.5%）→今年度

（66.1%） 

Ｂ 

・全体研修としては、観

点別評価の基本的な

内容について実施で

きた。 

 

 


